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1．はじめに
　青陽腔は中国安徽省の青陽に発する劇種であるのに，江西省の九江の名前
を冠する青陽腔に違和感を覚える人もいると思われる。そのあたりから事情
を説明しなければならない。中国の演劇史上重要な劇種である青陽腔は，明
代の池州府の青陽に起源するものである。しかし，現在の青陽県にはその姿
を留あていないのである。私が今年安徽省池州市青陽県の文化局に直接赴い
て確認したところ，現地では古戯台すらほとんど残されていない状態であっ
た。青陽腔というのは，その資料ですらなかなか見ることができないだけで
なく，現実に上演形態を見るなどということになると，我々外国人にとって
は不可能なことと思われていた。わずかに残された，青陽腔を上演する地域
として，西隣の江西省九江市の湖口県と都昌県があることは知られていた。
　ところが幸いなことに，私は2010年に九江市で開催された九江青陽腔国
際学術会議に出席することができ，その際青陽腔の上演を僅かながらも見る
ことができた。それだけでなく，青陽腔の研究で著名な九江学院の劉春江教
授から九江の青陽腔の「白兎記」の抄本（油印本）の複印を提供してもらう
ことができた。（尚，前稿「劉知遠諸宮調と戯曲白兎記の研究と，安徽省の
青陽腔白兎記の可能性」『明治大学教養論集』462号の第89頁　V。地方戯
曲の「漸江省九江青陽腔白兎記」は，「江西省九江青陽腔白兎記」の誤りで
ある。）
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　従来青陽腔について，日本の様な外国の研究者にとっては，ほとんど二次
的資料としか言えないようなものしか見ることはできなかった。特に九江の
青陽腔については，それがどのようなものか，本当に青陽腔なのかどうかも
検証しようもなかった。そこで劉春江教授から提供された九江青陽腔の抄本
「白兎記」を活字化して公開することは，日本を含めた外国で中国の戯曲を
研究する者にとって重要な学術的価値を持つことと思われた。本稿は，九江
青陽腔とその「白兎記」の事情の簡単な説明と，「白兎記」の活字化を目的
とした。しかし，活字化は完成できず，まだ一部にとどまるので，（1）とし
た。
H．九江青陽腔とその「白兎記」について
　まずざ陽腔から説明しなければならない。ざ陽腔の資料は，これまでの拙
論に何回も出したことがあるのでここでは三つ出すことにする。まず，魏良
輔の『南詞引正』に，次のようにある。
腔有数様，紛紙不類。各芳風気所限，有昆山、海監、余銚、杭州、k
陽。自徽州、江西、福建倶作k陽腔。永楽間，雲貴二省皆作之会唱者
頗入耳。惟毘山為正声，乃唐玄宗時，黄旙練所傳。元朝有顧堅者。雛
離彪山三十里，居千激，精干南辞，善作古賦．拡郭帖木児聞其善歌，
屡招不屈。与楊鉄笛、顧阿瑛、侃元鎮為友，自号風月散人。其著有『陶
真野集』十巻、『風月散人楽府』八巻行干世。善発南曲之奥，故国初
有毘山腔之稲。
　この記述によれば，明代の初めには昆山腔，海盤腔，余挑腔，杭州腔など
の様々な劇種と並んでk陽腔も成立していた。また特にk陽腔は，安徽、江
西、福建の三つの地域にわたって流行し，永楽年間（一四〇三～一四二四）
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には，既に雲南、貴州省まで広がっていたというのである。また一五世紀の
初めには西南の雲南、貴州までk陽腔が伝播してあちこちで歌声が聞かれ
た。したがって，当然その通路として湖南、湖北、四川などを通過したもの
と思われる。
　次は戯曲家としても有名な湯顕祖の（一五五〇～一六一七）の「宜黄県戯
神清源師廟記」からの引用である。
此道有南北．南則毘山之次為海監、呉漸音也。其体局静好，以拍為之節。
江以西ざ陽，其節以鼓，其節誼。至嘉靖而ざ陽之調絶，変為楽平，為徽
青陽。我宜黄諜大司馬輪聞而悪之。自喜得治兵於漸，以漸人帰教其郷子
弟，能為海盤声。大司馬死二十余年　，食其技者殆千余人。聚而訟於予
日，吾属以此養老長幼長世，而清源祖師無桐不可。予問イ尚以大司馬従祖
乎。日不敢，止以田賓二將軍配食也。予額之・・・・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『湯顕祖詩文集』巻三十四）
　この中で、湯顕祖はk陽腔の消息にふれ、嘉靖ごろには「調絶」したと述
べている。そして楽平腔や、安徽の青陽腔が起こったことを述べている。湯
顕祖の言う「調絶」を、どのように解釈するかについては諸説があるが、こ
こでは取り上げない。明初にすでにk陽腔と同類の「楽平腔」や「青陽腔」
が新しく勃興してきたことは、確認できる。
　このk陽腔の特徴は様々であるが、ここでは著名な戯曲理論家の李漁の
『聞情偶寄』（音律第三）の説を取り上げる。
詞曲中音律之壊，壊於南西傭。凡有作者，當以之為戒，不當取之為法。
非止音律，文芸亦然。請詳言之。填詞除雑劇不論，止論全本，其文字之
佳、音律之妙，未有過於北西痛者。自南本一出，遂変極佳者為極不佳，
極妙者為極不妙。推其初意，亦有可原，不過因北本為詞曲之豪，人人賛
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羨，但可被之管弦，不便奏諸場上，但宜於k陽、四平等俗優，不便強施
於毘調，以係北曲而非南曲也。薙請先言其故。北曲一折，止隷一人。盤
有数人在場，其曲止出一口，従無互歌、迭詠之事。k陽、四平等腔，字
多音少，一洩而尽。又有一人啓口，数人接腔者，名為一人，實出衆口。
故演北西廟甚易。箆調悠長，一字可抵数字，毎唱一曲，又必一人始之，
一人終之，無可助一胃者。以長江、大河之全曲，而専責一人，即有銅喉、
鉄歯，其能勝此重任乎。此北本錐佳，呉音不能奏也。
　李漁は，北曲が四折を一人で歌うので，非常に難しいことを訴えている。
しかし，k陽腔のような場合は，実際には一人の歌に合わせて多くの人が合
唱するので，実際の上演が比較的容易になることを指摘している。一人が歌
い衆人が和するk陽腔の特徴が，取り上げられている。このような様式を，
「常腔」と呼んで，青陽腔，k陽腔の特色としてよく知られている。
　さて明代の嘉靖ごろから，現在の青陽県（明代では池州府の所轄であった）
で流行し始めた青陽腔であるが，二十世紀にはその上演は全くと言っていい
ほど忘れ去られていた。ところが1950年代になって，山西省万泉県など各
地で再発見されたようである。特に江西省の九江市の都昌県，湖口県では，
大量の劇本の抄本が発見された。その間の事情について，「従江西都昌，湖
口高腔看明代的青陽腔」（流沙，北萱，幸人，『戯曲研究』1957年第4期）
は次のように記している。
湖口県や都昌県は江西省の都陽湖の北東に位置し，安徽省の西南の各県
とも隣り合っている。この地の農民は，演劇好きのものが多く，職業的
劇団員でもないのに，勉強していた。戯曲は伝奇の劇本で，文章自体と
ても良いものだと認められていた。人々が学ぶ目的は，実は自ら劇を上
演することではなく，文章の学習だったのである。子供を学校にやれな
い家は，何年もかけて子供に戯曲の文章を勉強させた。子供たちは，曲
江西省の九江青陽腔白兎記（1）　81
分を写したり口に出して歌ったりして，教養を深めた。その為，青陽腔
はこの地で深く根を張り，どの家でも戯曲の劇本の抄本を持っていた。
二つの県で現在に残る老劇団員は二三十人が残っているにすぎない。し
かし曲文を歌うだけならば，多くの人が歌えるのである。建国前には，
湖口県では専門の劇団があり，都昌県では半職業的であった。…　　。・
…　　劇団員は十に分かれていた。それは末・浮・生・旦・丑・外・
小・貼・夫・雑であり，この他に小・旦を助ける「二肩」という役柄も
あった。劇団員は脚本のことを「種子」と言っていた。
　1956年の9月に開かれた江西省の劇目検討会議の場で，都昌県文化
会館が老劇団員から集めた劇本とその抄本が続々と集められた。その後
も，続いた。両県の劇団員たちはまとまり模範上演を行った。収集され
た劇本と，実際の上演から次のような劇目が残っていることがわかっ
た。
全本
三国志：7本
　　　　結桃園（桃園記）
　　　　青梅会（射鹿記）
　　　　三請賢（草盧記）
　　　　走麦城（荊州記）
　　　　献連杯（連環記）
　　　　古城記（古城記）
　　　　収四郎（草盧記）
岳飛：3本
　　　奪秋魁（奪秋魁）
　　　金牌譜
　　　陰陽界
目連：7本
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全本
征東（白抱記）
征西（金　記）
三元坊（三元記）
龍鳳剣（鹿台記）
全十義　（十義言己）
仙姫配（織錦記）
香球記（香球記）
瓦盆記（瓦盆記）
白鵬寄（鵬鵡記）
紅抱記（白兎記）
黄金印（金印記）
忠義殿（宝剣記）
贈玉杯（双杯記）
双拝相（緑抱記）
吐絨記（吐絨記）
琵琶記（琵琶記）
金鎖記（金鎖記）
胡蝶夢（胡蝶夢）
台卿集（尋親記）
紅梅閣（紅梅記）
彩楼記（彩楼記）
万里侯（投筆記）
鳳鳳山（百花記）
三跳澗（投唐記）
下河東（飛龍伝）
単出
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　このように，九江市で大量の劇本とその抄本が，劇の上演と共に発見され
たのである。貴重な発見であった。しかし，その後のこの地の演劇文化・文
化財の保護・保存は，それほど順調ではなかったと思われる。文化大革命が
あったからである。しかし，劉春江氏の『湖口青陽腔』（江西人民出版社，
2008年）によれば，全本は，21本の劇目が保存されているようである。先
に引用した50年代の記録では，27本記録されているので，比較的少なかっ
たと言えるかもしれない。その保存された劇本の中に，九江青陽腔の「白兎
記」があったのである。
皿．九江の青陽腔「白兎記」について
　九江の青陽腔「白兎記」は，検討が終わっていないので，十分なことは述
べられない。しかし，学術的にどのような意味があるかについて，途中であ
るが現段階で簡単に述べることとしたい。
　次に引用した場所は，「掃地」の場の，生（主人公）の登場詩である。
身傍人門悦不オ，衣杉藍縷自傷懐。堂前掃地人軽視，尽是輸銭換得来。
　　　　　　　　　　　「冨春堂」本第8折（『古本戯曲叢刊」初集）
身傍人門悦不オ，衣杉藍縷自傷懐。堂前掃地人軽賎，尽是輸銭換得来。
　　　　安徽省青陽腔（『青陽腔戯文三種』民俗曲芸叢書，1999年）
自恨生来悔不オ，衣杉藍縷好傷懐。堂前掃地人軽賎，只為賭銭到此来。
　　　　　　　　　　　江西省九江青陽腔（股武換油印本，1979年）
身傍人門悦不オ，衣杉藍縷自傷懐。降馬掃地人軽賎，皆因輸銭換得来。
　　　　　　　　　『川劇伝統劇本彙編』（四川人民出版社，1958年）
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　冨春堂本は，明末の出版である。安徽省青陽腔本は，本来は清末同治年間
の抄本である。江西青陽腔は，江西省九江で収集された1979年の油印本で
ある。『川劇伝統劇本彙編』は，1950年代に収集された四川省の川劇の高腔
の劇本である。これら4本は，量的には異なっている文章の方が，はるかに
多い。相互に直接的な関係は，無いはずである。それにもかかわらず，一致
する曲文が残っているのである。特に安徽本と，江西九江本の関係は深いよ
うである。安徽本が青陽腔であれば，江西九江本も青陽腔であることは，間
違いないことのように思われる。それはともかく，これら4本を並べてみる
と，安徽省から四川省まで，深い関係があることを示している。k陽腔（青
陽腔）が，明代の初期の永楽年間（1403～1424）に安徽省から雲南・貴州に
まで広がっていたとする魏良輔の『南詞引正』の記述が正しいことを，六百
年後の現在でも，手に取るように見ることができる。
　ところがこれだけではない。江西九江青陽腔の「白兎記」には，劉知遠と
三娘が結婚する時に，「撤帳」（結婚の床入りの儀式）を行う場面がある。
丑：一洒風調雨順。二洒国泰民安，三洒五男二女，四洒七子団円。洒帳
　　東，好箇洒帳東，東辺塙頭一穎葱。新人不拾頭，想是伯□公。…
　　●　　　●　　　●　　　●
この「撤帳」の場面は、成化本「白兎記」にも出ているのである。
浮：［念云］一洒帳東，三姐招箇窮老公。堂前前行礼数，拝狗散烏龍。・・
　　・・。洒帳前，双双一対並頭蓮，生下五男並二女，七子保団円，三
　　箇会喫酒，・・
両者に影響関係があるかどうか，今のところ判定は控える。
ともかく，青陽腔の研究にとっても，「白兎記」の研究から見ても，江西
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九江青陽腔は，学術的にも十分に価値のあるものと思われるのである。読者
の理解の一助にと思い，本稿の解説の終わりに2010年の九江青陽腔の上演
場面の写真を示す。
　以下は，江西九江青陽腔「白兎記」の第八出まで活字化したものである。
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紅砲（白兎記）
一出登π（場）
［正生、丑］
生，［上，引］平生志『吐虹寛，不負青云万里。［白］少年豪強不遇吋，几吋
　　腰下侃金色，男九立志安天下，必拍千軍蓋世奇。小生，家住徐州柿具沙
　　陀村人氏姓刻名高字志近，不幸父母早喪流落江湖，遠也不需鋼表，今日
　　天『晴和，不免鞍至酒楼，一行一出二三里，畑村四五家，楼台六七座，
　　八九十枝花。来此己是，酒家郷里？
丑，［上，白］来多有多，帥敲榊，手敲手。原来是介叫鴻公。
生、翁衣公。
丑、不錯，是介翁衣公。相公清遊，相公敢是来吃酒？
生：正是。扱酒名上来。
丑，葡萄緑，竹叶青，状元鉦。
生，掌状元鉦来。
丑、旗弗之人，喜的是状元紅。侠汁，掌状元鉦来。相公，待我敬一杯。
生、有芳。［介］多少酒筏？
丑：三銭帳子。
生，我逮有五銭根子，登在流水帳上面，下次込来吃酒。
丑，是的。
生，清水困鮫尤。
丑・寄在我店家。
生：達歓三杯酒。
丑：相公称可酔？
生：況酔如奈夙。
丑：少送了。
生、少陪了。
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［下］
二出　賭銭
［小生、付、正生］
小・［白］天出対，精光棍。
付，賭博場中我二人。
小：我乃千里眼。
付，我乃順夙耳。
全白1今日天『晴和！t不免将賭筏招牌桂起，大賭三千貫，小賭五百文。
生、［上］一生生来好賭銭，蕨得銭来也柾然，二位大嵜在此倣什広？
小、付、在此要銭。
生，急祥要法？
小、付：看招牌。
生、大賭三十貫，小賭五百文。
小、付、相公，大賭迩是小賭？
生・小賭一場。待我好下来来。眼我的訣，二位下塾。
小、付：我迭里一串銭，毎人五百一把孤。
生，照着大撰対。
小、付・相公何不大賭一場？
生，未曽帯得梢来。
小、付、祢美帯得也是梢，，身上穿的也是梢。
生，衣帽也算得梢？
小、付：算得梢。
生；相公与祢大賭一場。待我脱将下来。
付・相公，我交道，僚青尤会上要銭。三歩核九扁了覇王的銭，元杵要頼。輸
　　了：老婆貼介枕訣，輸了香火貼介桐堂，到了手。
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生：脱下来不賭。
付，急広不賭？
生，我込未曽劫手，像就耕到了手。
小、付・我是耕衣服袖子套了手。
生：是迭等耕。
小、付：重新老来。眼，我的訣，相公下塾。
生、有什広下塾？衣帽一半，銭一把孤。
小：相公倣爾把瓠。
生：相公喜的一瓢頂。
付：称礁了，咬，五子一色。
生、二位大寄清回。
小、　イ寸：イ故イ十広？
生：一串銭祢掌去，衣帽把込我。
付：激到弥的。方オ耕冠了，青尤会上要筏，元杵要頼。三歩核几嘉了覇王的
　　銭，元杵要頼。輸了老婆貼介枕来，輸了香火貼介祠堂。唄，弥介二尤減
　　水。眼，称介双鳳朝阻。
小、侠汁走，他不暁得賭銭。
生、遠是広要緊。待我鞍至昌王店中一行。行行出出，出出行行，来此己是，
　　待我遊去。神昊在上，弟子各宜恭敬。云堂有筆，待我題侍一首。
　　　游玩江湖有数秋，夙波浪里占贅訣。
　　　若得貴人来提抜，貌如平歩上瀬洲。
　　刻高題。那湘散　的来了，待我窟后殊避一吋。
［下］
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三出　完懸
［外、二生］
二、［上，白］拍地恐彷蟻蚊命，愛惜k蛾紗軍灯。我乃弓王店老道是　。今
　　乃三六九日，恐有施主前来，在此侯侯。
外，［上］力了女几事，前来叩神昊。
二；員外，到了，敲帥播鼓。
外・神R在上，弟子呵。［吹介］
二，員外，灯煉光明，又是一年吉床，清至后堂吃茶。
外、遠里有侍句一首，待我看来，游玩江湖有数秋，夙波浪里占整来，若得貴
　　人来提抜，耽如平歩上瀕洲。此人好大的口代。
内、清員外吃茶。
外、来了。
［下］
四出　盗鴻
生，［上，白］一日不害差，三餐砲悠悠。此前有一福鴻，待我盗去。老道，
　　散懸的来了。
二、徒弟，殿上有一福鴻，称可牧拾？
内、未曽牧拾。
二：休遠双子，員外掌来散懸的福鴻，称力何盗去？
生，是我掌来散慮的。
二・イホ可叫得庄，就是弥掌来散怨的？
生、排定了。
二，耕定了。
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生、鴻，我対高日后若有好姓，大叫一声。［叫介］
二：迭熟鴻他也叫得1立。称叫得庄，我也叫得庖。
生；弥就叫来。
二，鴻我老道日后若有好如，大叫一声，鴻祖宗、鴻老子。叫不庇，招打。［打
　　介］
外，［上，白］祢二人力何厩嗣？
二、員外有所不知，弥掌来的福鴻他盗得去了。
外：他掌来的也是弥的，我掌来的也是侮的。
二：員外，他是称家何人？
タト：是我家夕卜甥。
二，悩恨員夕卜太元知，帯介外甥盗福鴻。若不看弓王菩薩面，我就要鴛弥．
外，蜀我何来？
二：零弥遠老払荻。
外、老施主。
生：有芳員外大救。
外、称迭双子，家住明哩，姓甚名准？
生，家住徐州，柿具人氏，姓対名高字志近。
外，前面侍句，可是称題的？
生、乃是小人題的。
外、力何一身落薄？
生：只因好賭身労。
外：下次不可，弥可不鞍到我家一行？
生，薄水相逢，急好打抗。
外，遠也元防。我今将弥来提抜。
生：免的一身落元泥。
外，随我来。
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五出　帯如
夫：［上］（臼）員外去散凡心，未見鞍回程
外：［上］，生：［上］
外，［白］散恩鞍回リヨ心中多欧喜，少散一吋。
夫；員外回来了。
外，回来了。
夫，員外今年散悪如何。
タト，今年散懸灯畑光明，又是一年吉床。
夫，員外力何遠等欧悦？
外・非我遠等欧悦。因我在島王店中兄一汲子，生得美貌堂堂。是我帯得来了。
夫：今在螂里？
外・［日］在肖外。
夫・何不清来相見？
外、有清対大奇。
争、口口口口
生［上］員タト逮是何人？
外：是我安人。
生，安人遠舶有礼。
夫，雲了。何普辻午？
生：未曽。
夫，后堂茶坂。
生，謝迂安人。
夫：」n”．夕卜帯イ也回来，則甚？
外・我看此人日后必有好如，三弟能源相法，接他N堂規看一相。若有好赴，
　　留在，身迫。洪信倣一都手。若元好赴，一餐午坂打友他回去。
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夫、此汁甚好。
外、有清三員外道堂。
争、有清三員外近堂。
末，［上］兄弟分居有数年，将身来到画堂前，兄長遠湘有礼。
外、夫・迭湘（？）清坐。
末：告坐。兄長今年完懸如何？
外：灯独光明，又是一年吉床［笑介］。
末・兄長力何逮等喜欧？
夕卜，非我遠等喜悦。我在弓王窟中児一双子，生得美貌堂堂，因此把他帯来了。
末・那人姓甚名准？
外、姓刻名高字志逃。特清賢弟規看一相。若元好赴，～餐午坂打友回去。
末、今在邸里？
外，在后堂，有清刻大嵜。
争、有清刻大嵜。
生、［上］員外遠是何人？
外，乃是我三弟。
生、三員外送湘有礼。
末：雲了。鷲至后面。
生、謝迂三員外。
外：三弟要真看。
末・［笑介］
外・三弟力何友笑？
末、我看此人尤行虎歩，必有好赴。恭喜兄弟。第一貴客前来。
外：不知他的力量如何？
末，［日］試他力量倒也不唯。我家一紅髪鉄弓走在臣卜尤肉上，数年元人牧服。
　　命他前去牧来。
外、此汁甚好。
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末，有清対大寄。
生：員外何事？
末：鞭輻（纏）一事弥可熟悉。
生：略知一二。
末、兄長有一鉦宗（漿）鉄弓走在臣卜尤肉，数年元人牧服。命弥前去牧来．
生：員夕卜我只牧易，不看弓。
末・只要称牧弓，不要弥看昌。
生、要各挽手一用。
末、挽手在此。牧服弊瑠，莫悌芳。
外：今后不可叫刻高。
夫：若迩牧得此昌轄。
生，化作鉦生万里高。
末・媛娃清至后面，称我鞍至口場一行。
［下］
六出　牧昌
生、［日］
　　自幼生来志『高，全免武芝逞英豪。
　　若込牧得此昌鞍，方昼柿具一刻高。
　　俺刻高，領了員タト命，牧服紅宗鉄昌，。待我鞍至高坂一望。此昌乃是青
　　Jttig下凡。待我村下吉兆。昌，我刻高日后若有好赴，大叫一声（唱介）（－B
　　叫）牧弓敢悼労，待我集昌打睡一吋
末、外，［上］
末［日］刻高美少年。
外，容貌真堪羨。
末，那介肇畜眼也鉦了，喚刻高醒来。
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外，［全］刻大嵜醒来。
生，何人盗昌来？rr阿，原来是員外到了。
夕卜、末，［全］將昌牧了。
生：領命、弓来。
末：此人好力量。要想什広好主意，将他留下。
外：多托他田地紳。
末，一非秤田之人。
外・多把根子与他倣叉奨。
末，二非莱雲之人。
外：那元汁可留。
末，可惜也可惜。
外：可惜什広？
末，可惜我老三未曽界得有女九。
夕卜，依称之兄，ヌ佳道将女几杵配与他。
末、正是。
外，恐傷媛媛不肯。
末；那我有介主意。
外：有何主意？
末1我二人假意噺打起来，媛娃乃是賢徳之人，必定前来幼解，誹来耕去，洪
　　到遠介人美上来了。
外：此汁量好，試拭看。
末：兄長可在家中。
外：三弟来了。遊来清坐。
末：謝坐。
外：三弟到来何事？
末，力秋娘之事。
外，要等洪信回来。
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末：他一年不回。
夕卜、就要等一一年。
末：他十年不回。
タト，也要等十年。
末，那就等不得。
外、等不得也要等。
末：我就打死迭老不死的。
夫：［上］休二人力何厩嗣。
末、人到祢家来茶也没有一杯。
夫：那我掌来。
末：清回。不是遠介茶。
夫，什広茶？
末：花餅茶。
夫，三叔，我家又男婚女嫁邸有花併茶。
末，那我与三僅女倣媒。
夫：嘲区一家？
末，前村刻家。
夫，叫何名字。
末、姓刻名高字志近。
夫、莫非就是我家牧島的刻高。
末：正是。
夫・那我敦不肯。
外：我也不肯。
末・媛媛不肯倒也雲了。祢也不肯。我就打死イホ遠介人。老不死的．
夫1三叔不要如此。老，身允了就是。
外1我不購祢，我是多久就允了。
夫，弥二人打秋弄琵琶，弄我迭介好道家，迩有一事。量我尤（由不）得允了，
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　　不知女九意下如何。
末、我又有介主意。
外、夫：有何主意。
末、命対高画堂撰画（剣）拍地。三口（姑）女必定口面面戯，肯与不肯在丁
　　玲口肉。
外、夫：此汁甚好。
末、有清刻大寄。
生、三員タト何事？
末：兄長明日貴客1窟「］．我出打拍画堂。煩弥力我迎客。
生：那就不敢。有事弟子服其芳。要各拍帝一用。
末：拍帝在此。明日兄長貴客1陶］。
外，煩弥打拍地埃全。
夫：画堂元杵困人遊。
生，員外安人只恐帝内有佳人。
末、夕卜，好・↑’帝内有佳人。
外，清至后面待茶。
下
七出　拍地
生；［上］（日）自恨生来悔不オ，衣杉濫楼好伍杯。堂前拍地人弩賎，只力賭
　　践到此来。
　　卑人対高。領了員タト之命、打拍画堂。不免前去走走。正是“天上神仙府、
　　人同宰相家。若要真富貴、除非帝王家。”来此己是画堂我看四壁古画，
　　倶是顛倒乱桂。想是員外拭我オ学。待我牧来打拍，杁失再桂。
［ロロロロロ］
生、俺只児画堂空寂，因人到此稀。因甚的生埃堆枳，想到是燕子衛泥，因此
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　　上俣（汚）却了険前地，待我下吊軽拍。口口次生随起。［白］我看次生
　　太重，待我將水洒拍，内面有人清了。
占・［内，白］清了倣什広？
生：借水一一di，借nt－Al。
占，［日］花鉦有水，架上有盈，自家去傘不要涼杯我的鉦口。
生・那我知到。［唱］待我先将水洒，后拍茨生，也免得次全随起，将人眼蒙朗，
　　我也鋼思知。將、身出踏平歩地，拍地堂前有准知，有准知。
旦：［唱］往常兄茨生満地，夙吹起纏衣，今日里人来拍地，全不兄半点荻生。
占、［日］小姐寸金蓬。
旦：［唱］非我寸金蓬行来元踪遊。試看那人執帝，人品高奇。相他不是下流
　　之輩。
占1小姐称道那人不是下流之輩，折我’r髪道来。［唱］昨日在我草地牧鳥，
　　今日里又在我画堂前来拍地。試看那人身元所依，，身元所依。
旦・吸，吸，Y来，休笑江湖客，其中有官家。前人創並与几曹。后人不守柾
　　圏（徒）労。瓠有家財千万貫，不鰺賭博場中走一遭，走一遭。’rY訣，
　　都只力好賭傾家，オ弄得一、身狼狽。［白］Y訣我将那人好有一比。
占、好比何来。
旦・［唱］那人好比大鵬之鳥，三年不k，k上九宵。三年不鳴，鳴則涼人。
　　γ芸称也去刎思知。大鵬来展沖天翅。九万鵬程察有期，察有期。
生1［唱］深謝大公美意，相逢携手リヨ。［桂画介］
生：［唱］実只望男眼相看，又准知密賎力泥。昨日命我草場牧昌，今日又命
　　我画堂前来拍地。［白］眼，我想看弓拍地，嵩是我対高所力。待我奔帝
　　而去。
占・［内白］咳咳，祢迭汲子吃了人家坂，穿了人家衣，画不桂，地不拍，込
　　耕什広奔帝而去。此処倒有介孝員タト，牧留与称。ヌ佳道前面逐有杢員夕卜留
　　与祢不成。又道任君走尽天涯路，這不通吋，到赴薙，到姪ヌ住。称込要耐
　　（鋼）煩。
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生，倒是君子，反被小人所恰。
占：唯道金剛菩薩不成。
生：［唱］峨，好Al人君走尽天涯路。這不通吋到赴唯，想当初韓侯未迂（遇），
　　曽受人膀下凌辱。到后来奔楚旧双辞相登台。量威夙墨威夙准能比。自恨
　　我身杯創並，杯創並，昇日若得施力，決不敷三芥王独貴。我也去鋼思知。
　　鮫尤オ落沙灘内，得会云上天肘，上天吋。
占、旦1［内白］咳咳，休逮汲子，拍地不帯眼晴，拍在人家房口口来了。
生、少吋同知他家有一介紅梅媛，莫非就是始。鉦梅媛卑人遠用有礼。
占：我是児不得礼的。
生，称遠好人，信広児不得礼的。
占，我打唖謎。弥去猜来。
生：イホ就打来。
占：三分恨子一箔。
生：敢則是梅香。
占・正是。
生、梅香，下次見了対相公，要垂首相見。
占・弥伯我，当真児不得礼。我家員外把小姐杵配与弥是假的。把奴家杵配与
　　祢是真的。
生、称好丑貨。
占、人貌量丑，貨有九九。多少大相公想我不到手。刻大寄折我辱称。［唱］
　　刻大嵜ジ生来痴又痴。全然不受其中意。我則有称心，称込元我意。若有
　　小鉦娘，我与休湊。
生，湊什広？
占：湊成一本西用氾。
生，奴碑休要逞英雄。
占：祢命也与我命同。
生，千年力奴碑。
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占：万載休去打。
生，打什広？
占：打長工。
生：郷企打長工？
占・刻大嵜打長工。
生、我就打死称迭介γ訣。
占、小姐快来。
旦：イホ逮賎人力何打他。
占・刻大寄不是介好人。礁了我一小眼，逐礁了小姐一大眼。
旦：込不下去。
占・我就下去。
旦：我好想他。
占：我也受他。
旦、祢是急広受得他。
占：小姐想得他，我也愛得他。
旦：込不下去。
占，我就下去。辻祢一介人去想他。
旦・［唱］我想他不是生埃俗子。恨参娘有眼元珠，有如白壁染光輝。惟人不
　　把金蜷戒。騨瑠欲逞荊棘満地。鮫尤欲変夙云不会。葵須到有天衛日。［尾
　　声］鵠桃高架恨河渡，牛郎銀女会有期。紛看牛郎元リヨ期。
夫・［白］几陽，有リヨ期，口女九帯笑回去，想是允了。員外回来，就悦女几
　　不肯。好鶉三叔的媒銭。
外；正是“有意栽花花不友，元心描柳柳成萌。”
末、坐在祢家不劫身。
外、夫、［白］三弟、叔，貫（実）是倣媒的。
末：好陽，弥来鶉我的媒機。
外、夫：洪信回来，伯他不肯。
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末，他是所得邸介的活。
外、夫，他所得張家姐如的活。
末：我又有一介主意。命嶽家姐如拗鐸帳。杵地青銭一束、色衣一套、耳玲一
　　付，洪信回来要地担代。
外、此汁甚好。服家娘如邸里？
丑、［上，洪叔］忽所堂上喚声忙，云歩打扮出口房。深深辞拝高堂，カ1．公
　　婆燈肚腸。
タト、夫、富寿K。
丑：燈肚腸，姓肚腸。
夫、万福。
丑：叫我出来何事？
夫、三姑娘招了刻姑夫。
丑：三姑娘招了刻都督。
外、夫・刻姑夫也就鰺了。杵弥青銭一串、色衣一套、耳玲一付，洪信回来要
　　弥担代。
丑1他量是我的丈夫，我耕的活他也不敢逓拗。
外、夫：好活多耕。
丑，一快況香木，離成一弓鞍。新人来交拝。四季打脾寒。
夫・保平安。
丑，貴人去歩。
［生、旦拝介］［口介］
丑，先昇天地，后舞高堂。夫妻交拝，同入洞房。
［下］
［丑上吹辮，占二肩遊房］主母、三姑娘今朝芋日命系拡捗洒帳。
丑：看我的六谷盤来。
占，五谷盤。
丑1今年年歩羊牧一盤。
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占：迩是五谷盤。
丑・余家姉妹，我的咽喉不好，与我蕎腔。
占，蓄腔。
丑：一洒夙凋雨順，二洒国泰民安，三洒五男二女，四洒七子団圓。洒帳奈，
　　好介洒帳奈。奈迦塙訣一穎葱，新人不拾来，想是1白婆公。哩哩哩哩溜溜
　　哩溜哩曝哩哩溜哩一広曙溜哩一広曝呵溜哩一広喫恰溜哩。
　　［拍市］洒帳南，好冷洒帳南，中同撰的象牙床。象牙床上鋪錦被，綿被
　　底下要駕秀。［尾駒同前］
　　［口口］洒帳西，好介洒帳西，新人今晩把訣低。八幅夢裾高孔起，鳥色
　　遊洞笑喀嗜。［尾酌同前］
　　［拍市］洒帳北，好冷洒帳北，牡丹升花有顔色。新人不拾来，想是生得黒．
　　［尾駒同前］
　　［拍市］洒帳上，好介洒帳上，光美和尚来告状。八字衙口大大升，明匡伯
　　一撞又一撞。［尾酌同前］
　　［拍哨］洒帳下，好介洒帳下，新人好比打油搾。加上一枝檀木訣，明区伯
　　一下又一下。［尾龍同前］
　　［大口口］洒帳中，好介洒帳中。新人好比一把弓。加上一枝茅美箭，箭
　　箭射在玉池中。［尾駒同前］
　　［拍哨］洒帳前，好介洒帳前。新人今晩把渡船。忌照新人掌舵稔，邸拍
　　狂夙浪里顛。［尾訥同前］
　　［拍市］洒帳后，好介洒帳后。新人下面消水淘。一条黄鰭来汲水，函介
　　螺笙后面去。［尾駒同前］
　　（弦鉦）酒帳左，好介洒帳左。新人好比一把鎖。鯛匙剛剛套送去，咬喚
　　咬嘲真相当。［尾駒同前］
　　［拍＝7f］洒帳右，好介洒帳右。丙介媒人被婚求。今晩好酒不幼イ＞1，，明朝
　　磁杷搭弥美。［尾訥同前］
　　［拍市口］洒帳己畢。
占，［肴（揺）］万事大吉。
丑、早生貴子。
占，［肴（揺）］状元及第。
丑・余家姉妹，到我房中去睡。
占、二肩，到我房中去睡。
丑・好，到休房里去睡。
［下］
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八出　玩花
生、［上，白］喜色絶栖似酒派，
旦；花影重重月影重。刻郎万福。
生：三娘少礼，清坐。
旦：同坐。
生，同知令尊新造花國，卑人欲借一規。不知三娘意下如何？
旦、不足対郎美規。
生，休得N推。定要借規。
旦、妾身奉陪。
生、快弓着一鞭。
旦：平歩上青天。
生；漫道登科早。
旦：嬬蛾受少年。
生、好介嬬餓愛少年，未曽帯得就来。若是帯得酒来，一則規花，二則歓酒。
旦，村中有酒。袖内有銭，称去沽栗。［唱］我遠里将銭，祢去酷酒，借1司惟
　　家有？
生，［唱］三娘妻。称且姑立柳萌中。卑人前去向童牧。［白］童牧寄清了。
唖巴：
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　～邨里有酒沽？
　～想是前面杏花村。
　～多少路逃？
　～想是五里之遥。
　～妻多少銭一平（瓶）？
　～想是三分根子。
　～イホカ何唖了？
　～想是南山南山歌樵吃多了涼水。
　～力何不清医生治凋？
　～想是腰中元銭。
　～我逮里有几銭根子把与祢？
　～祢姓什広？
　～想是昌。
　～叫何名字？
　～想是叫昌中口。
　～那是我的娘子。
　～弥遠鰺オ。
旦、［白］刻郎牧童是介唖巴。向他則甚？
生；［唱］牧童量是唖不能言，耽如白日向神仙。借同酒家何姓有，牧童遥指
　　杏花村。
旦・刻郎，前面高大房子什広所在？
生，清夙市。
旦：撰来撰去是什広奈西？
生，妻酒的招牌。上有字迩。一同看来。
　　［同唱］上写着。浪苑蓬莱沽美酒，酔逢旧去月九高。刻伶1司道准家有，
　　太白回言此必高。
生，［唱］未曽帯得酒壷来，若是帯得酒壷来。我提壷祢把盆与三娘，吃得Al
　　人酔奈夙也曙。
　　［自］三娘郷里好玩要？
旦、庄自外。
　　［同唱］双双同往庄「］外。
　　［吹介］
旦，［白］刻郎，那里吹打熟嗣。
生、王弥公子奏牙，牙声未尽。
旦：
　　口皆階。
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［唱］一出口来百花升，王弥公子奏牙来。夫妻二人同玩要，笙策鼓月モ岡
　　［同唱］他那里床声相送，我遠里丙情口（正）容（派）。夫妻楷老琴凋麸
　　弄，双双口（栖）近蛮和夙。
生，［白］三娘，込有郷里好玩要？
旦，花圃内。
生：一同鞍泄花因。
　　［同唱］双双同往花因内，百花升放満因鉦。桃鉦柳録皆相似，一枝分力
　　丙朶紅。玩賞桃花映水紅，好朶鮮花映水鉦。
旦；［臼］好花，好花。
生、［白］三娘，達吸数声好花，莫非有愛花之意。那労有枝何不墓将下来？
旦、待我蓼来。
生，花台甚高需要仔鋼。
旦、那我知道。［唱］我将玉手禁花枝，此花付与刻郎手。
生、三娘，力何付与我手？
旦1唯道播花人，自己播戴不成？
生，言之有理。戴起此花，係丈夫有介比方。
旦：先比后戴。
生、三娘妻，称我二八青春美，年少夫妻。千里来相会，望三娘早生麟麟子，
　　接代刻高一宗旨。与三娘斜描。描在島云髪，好一似彩奮丹夙。
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旦・刻郎，又道人要成双花要成対。那勇一枝何不慕将下来？
生，待我禁来。［唱］我今將手饗花枝，此花付与三娘手。
旦，刻郎力何墓花付与我手？
生：男子双不戴山花野草。
旦：戴了此花妻子有ノト比方。
生；先比后戴。
旦：［唱］峨，刻郎夫，称本是男子汲旗需人。有日里登金榜。美名揚播宮花
　　歓御酒，妻子寿將此花当宮花。与刻郎斜播，斜揺在帽子毯下，好一宿似
　　彩奮丹夙。夫妻僧老琴凋麸弄，双双口（栖）辻奮和夙。［尾声］一条虹
　　残落江中，未釣鯉色先釣尤。［白］有壕千里来相会。
［生、旦、刻郎、三娘，同唱］我和弥百年夫妻永和同。
［下］
（ふくみつ・まさひろ　経営学部教授）
